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消
防
団
は
、
消
防
組
織
法
に
基
づ
い
て

各
市
町
村
に
設
置
さ
れ
る
消
防
機
関
で
す
。

　
消
防
署
は
専
門
的
に
消
防
活
動
な
ど
を

行
う
常
勤
職
員
に
よ
る
機
関
で
あ
る
の
に

対
し
、
消
防
団
は
本
業
を
別
に
持
つ
一
般

の
住
民
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
消
防
団
員

は
非
常
勤
特
別
職
の
地
方
公
務
員
で
す
。

消
防
団
は
、
言
わ
ば
「
二
足
の
わ
ら
じ
」

の
活
動
で
す
。

　
火
災
・
風
水
害
・
震
災
な
ど
の
有
事
の

際
に
消
防
活
動
を
行
う
ほ
か
、
火
災
や
災

害
の
発
生
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
啓
発
活

動
や
広
報
活
動
な
ど
も
行
う
の
が
消
防
団

の
仕
事
で
す
。

消
防
団
と
は
？

特集 地域を守る！消防団

日南町消防団組織図
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団
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浅
田
勝
利
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宮
分
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団
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石
原
和
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毘
縁
分
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分
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：
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山
上
分
団
分
団
長
：
坪
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　充

　
近
年
、
全
国
的
に
消
防
団
員
数
が
減
少
し
て
お

り
、
団
員
確
保
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
日
南
町
消
防
団
に
お
い
て
も
近
年
欠
員
が
生
じ

て
い
る
現
状
で
、
「
町
内
居
住
者
で
の
団
員
確
保

が
難
し
い
」
「
定
年
に
よ
り
辞
め
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
が
、
入
団
者
が
い
な
い
」
と
の
意
見
を
受
け
、

今
年
４
月
か
ら
住
所
要
件
の
緩
和
（
町
内
居
住
者

か
ら
、
町
内
居
住
者
ま
た
は
勤
務
者
に
変
更
）
と

年
齢
制
限
の
撤
廃
（
60
歳
の
定
年
を
廃
止
）
を
行

い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
国
が
立
ち
上
げ
た
「
消
防
団
員
の
処
遇

等
に
関
す
る
あ
り
方
検
討
会
」
に
お
い
て
示
さ
れ

た
処
遇
改
善
方
針
を
も
と
に
、
標
準
的
な
報
酬
額

の
引
き
上
げ
を
行
う
な
ど
、
消
防
団
員
確
保
に
向

け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

消
防
団
の
現
状

　
鳥
取
県
西
部
地
区
の
常
備
消
防
は
、
鳥
取
県
西
部
広
域
行
政

管
理
組
合
消
防
局
の
約
３
０
０
人
の
職
員
が
担
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
う
ち
日
南
町
に
あ
る
江
府
消
防
署
生
山
出
張
所
は
、
消

防
職
員
14
人
が
配
置
さ
れ
、
４
人
ず
つ
交
代
で
24
時
間
即
応
体

制
を
維
持
し
、
火
災
・
救
助
・
救
急
な
ど
の
業
務
を
行
っ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
火
災
や
大
規
模
な
災
害
が
発
生
し
た
と
き
、

こ
の
４
人
で
そ
の
す
べ
て
に
対
応
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

ま
た
、
町
内
１
ヶ
所
の
出
張
所
か
ら
出
動
す
る
た
め
、
災
害
現

場
に
よ
っ
て
は
到
着
ま
で
時
間
が
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　
日
南
町
消
防
団
は
地
元
に
精
通
し
た
約
１
０
０
人
の
消
防
団

員
が
、
町
内
７
つ
の
分
団
に
分
散
し
て
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
消
防
団
は
町
内
の
ど
こ
で
災
害
が
起
こ
っ
て
も
速

や
か
な
対
応
が
で
き
る
ほ
か
、
多
様
な
職
種
の
人
た
ち
で
構
成

さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
様
々
な
専
門
知
識
や
技
能
が
あ
り
、

幅
広
い
災
害
対
応
が
可
能
で
す
。

消
防
団
の
重
要
性

これは、水防訓練の様子です。近年各地で発生してい
る豪雨などによる災害を未然に防止し、被害を最小限
にするためにも、消防団は重要な役割を担っています。
このように、消防団は火災だけでなく様々な災害に対
応しています。

職
業
構
成

公
務
員

国家公務員

地方公務員

特殊法人等公務員に準ずる職員

日本郵政グループ

その他
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家族従業者

「被用者」とは、誰かに雇われている人のこと。つ
まり、サラリーマンのことです。
日南町消防団は、団員の約９割が被用者です。
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103人の定員に対し、団員数は年々減少傾向にあります。

団員確保のため、今年4月から年齢制限を撤廃しました。
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　「
消
防
ポ
ン
プ
操
法
大
会
」
と
は
、
基
本
的
な
消
火
活

動
に
つ
い
て
の
統
一
さ
れ
た
活
動
要
領
に
基
づ
き
、
そ
れ

ら
を
安
全
・
迅
速
・
確
実
に
行
う
こ
と
を
競
う
大
会
で
す
。

統
一
さ
れ
た
ポ
ン
プ
操
法
を
行
う
こ
と
で
、
誰
で
も
、
ど

こ
で
も
、
す
ぐ
に
活
動
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
毎
年
、

地
区
大
会
・
県
大
会
・
全
国
大
会
へ
と
、
優
秀
な
消
防
団

が
駒
を
進
め
て
い
ま
す
。

　ポ
ン
プ
操
法
大
会
を
目
指
し
て
日
頃
か
ら
厳
し
い
訓
練

を
重
ね
る
こ
と
で
、
防
災
に
対
す
る
心
を
磨
き
、
よ
り
安

全
で
迅
速
な
活
動
が
で
き
る
技
を
習
得
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
ま
た
、
強
靭
な
体
力
を
身
に
着
け
る
こ
と
で
、
強

い
消
防
団
を
形
成
し
て
い
ま
す
。
厳
し
い
訓
練
を
共
に
す

る
こ
と
で
、
団
員
同
士
の
強
い
団
結
も
培
わ
れ
ま
す
。

「
操
法
大
会
」
と
は
？

操法大会で競技される消防ポンプ操法は２種類あります。
消防ポンプ自動車を使用した「ポンプ車操法」と、持ち運び
可能な小型動力ポンプを使用した「小型ポンプ操法」があり
ます。

日野上・多里・福栄・
石見・山上

ポンプ車

大宮・阿毘縁

小型ポンプ積載車

㊗日野上分団が西部操法大会優勝！＆県大会出場！

6月に就任した中嶋団長から、町民のみなさんへメッセージ

　6月11日に行われた第64回鳥取県西部消防ポンプ操法大会において、日
野上分団がポンプ車の部に出場し、出場した５隊の中で見事優勝しまし
た。昨年の石見分団に続き、日南町消防団が２年連続で優勝するという
快挙です。さらに、優秀番員賞として日野上分団から４人が表彰されま
した。
　また、日野上分団は７月２日に行われた第69回鳥取県消防ポンプ操法
大会にも出場しました。結果は惜しくも上位には届きませんでしたが、
最後まで操法をやり抜く姿は、参加者の心に響くものがあり、会場に一
体感をもたらすなど、大変すばらしい
操法でした。
　日野上分団はこの大会のため、４月
から佐々木幸喜分団長による指導のも
と、厳しい練習を重ねてきました。
　日野上分団のみなさん、ご家族をは
じめ応援していただいたみなさん、本
当にお疲れ様でした。

指揮者　　　班長・井谷　豊★
１番員　　　団員・小倉誠司★
２番員　　　団員・森川弘康★
３番員　　　団員・久代善平
４番員　　　団員・藤井和人★
吸管補助員　団員・中川和彬

【出場団員】（敬称略）
　★は西部大会での優秀番員

　日南町消防団は、皆様に育てていただいた地域の消防団です。私たち消防団員は
「自分たちの地域は自分たちで守る」という郷土愛の精神で、住民の安全の確保に
更なる役割を果たしていきたいと考えています。
　しかし、近年の社会情勢の変化に伴い、団員数の減少や、コロナ禍での訓練や活
動の制限など、様々な問題が生じてきているのは確かです。時代の変化と共に、大
きな変革の時期を迎えていると感じます。
　消防団の基本である規律・訓練など歴史と伝統を守りつつも、新しい時代に合っ
た消防団づくりが必要な時期に来ています。今後起こりうる大規模災害に備え、消
防団の果たす役割は今まで以上に重要と考えます。
　日南町消防団は、団員が一丸となってそれぞれの立場で創意工夫をし、しっかり
とした訓練・研修などに励んでいきます。そして、より一層地域に密着した活動を
行い、地域の皆様との信頼関係を築き上げ、日南町の安心・安全を守っていく活動
を行ってまいります。
　今後も日南町消防団へのご理解、ご支援、ご協力をお願い申し上げます。

日南町消防団
団長  中嶋 研一



５　  広報にちなん令和５年８月

日南町職員募集！
あなたの力が　まちの未来をつくります！

昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保健師の資格を有する人
（令和 6年 3月 31 日までに取得見込みのある人を含む）

昭和 63 年 4 月 2 日から平成 18 年４月１日までに生まれた人

昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、保育士資格または幼稚園教諭
免許を有する人
（令和 6年 3月 31 日までに取得見込みのある人を含む）

受　　験　　資　　格採用
予定者数

募集職種

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

若干名

昭和 63 年 4 月 2 日から平成 18 年 4 月 1 日までに生まれた人で、高等学
校在校生でない人

昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、社会福祉士の資格を有する人
（令和 6年 3月 31 日までに取得見込みのある人を含む）

一般事務

住所要件

なし

なし

なし

なし

なし

なし

保健師

土木技師

保育教諭

7 月 19 日（水）午前９時～ 8月 25 日（金）午後５時

インターネット電子申請による申込み
※鳥取県町村会のホームページの「町村職員採用情報」から入力フォームへ（https://www.totock.jp/）

受付期間

申込方法

社会福祉士

昭和 63 年 4 月 2 日以降に生まれた人で、学芸員の資格を有する人
（令和 6年 3月 31 日までに取得見込みのある人を含む）

学芸員
（美術担当）

令和5年度 第 2回日南町職員採用資格試験
●募集職種・採用予定者数・受験資格・住所要件

●採用予定時期　令和 6年 4月 1日

●申込方法・受付期間

●勤務条件等（予定）
　・初任給　175,300 円（大学新卒者）
　　一定の職歴等がある人はその経歴に応じて所定の金額が加算されます。
　・給料に加えて、扶養手当・住居手当・通勤手当・期末手当・勤勉手当・時間外勤務手当などの諸手当を給与
　　条例により支給します。

●試験日・試験内容
　・第 1次試験：筆記試験　9月 17 日（日）　
　　≪一般事務・社会福祉士・学芸員≫　教養試験、事務適性検査、性格特性検査、作文試験
　　≪保育教諭・保健師・土木技師≫　　専門試験、事務適性検査、性格特性検査、作文試験
　・第 2次試験：口述試験　11 月 1 日（水）

【問合せ】役場総務課　TEL:82-1111
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「生き抜く力」を育む園小中一貫教育

シアトルの中学生が日南町にやってきました！

【問合せ】 教育委員会事務局 　８２- １１１８

　７月６日、シアトルからケロッグミドルスクールの中学生 31人と、引率の先生５人が日南町に来ました。

　６日は多里の常福寺で座禅体験をし、その後に抹茶と茶菓子をいただきました。夜には神楽の衣装を着

る体験を行いました。生徒たちは、どちらもとても興味深そうに体験していました。

　７日は美術館で「ねがみくみこ展」の鑑賞をした後、日南小学校で「七夕集会」、日南中学校で「ウェル

カムセレモニー」をしてから、日南中の生徒と給食を一緒に食べました。午後からは学年ごとに分かれて

折り紙やカードゲームなどを楽しみました。放課後には部活動の体験も行いました。その日の夜には「ウェ

ルカムパーティー」を行い、シアトルから 36人、日南町から 41人が参加して、とても盛り上がりました。

　８日にはシアトルの生徒のうち7人が日南町に残り、11日までホームステイを行いました。

　週末を各家庭で過ごし、10日には日南小・中学校で授業を受け、給食後に役場で紙染め体験を行いまし

た。帰る前の少しの時間ではありましたが、にちなん十色で園児とも遊び、シアトルの生徒はとても楽し

そうにしていました。

　11日の朝、中学校前でシアトルの生徒たちを盛大に見送りました。松江に向かうバスの中、シアトルの

生徒たちは興奮した様子で、「日南町、最高！」「楽しかった」など、感想を言い合っていました。

　多くの方々のご協力により、充実した交流を行うことができました。ありがとうございました。来年も

続けていきたいと考えていますので、引き続きご協力をお願いします。
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教
育
委
員
会
で
は
、
今
年
度
、

下
谷
中
山
鉄
山
跡
（
笠
木
地
区
の

町
史
跡
）
に
お
い
て
建
物
跡
を
確

認
す
る
た
め
、
発
掘
調
査
を
実
施

し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
調
査
で
、
土
の
中
に
残
る

遺
構
の
状
況
な
ど
か
ら
、
製
鉄
炉

が
あ
る
「
高
殿
」
や
事
務
所
と
し

て
使
わ
れ
て
い
た
「
元
小
屋
」
の

詳
細
な
規
模
が
判
明
し
ま
し
た
。

ま
た
、
遺
構
の
ほ
か
、
多
く
の
鉄

製
品
や
ビ
ン
類
・
器
類
な
ど
の
遺

物
が
見
つ
か
り
、
操
業
当
時
（
大

正
時
代
）
の
た
た
ら
場
の
生
活
の

様
子
も
少
し
ず
つ
見
え
て
き
て
い

ま
す
。

　
今
年
度
の
発
掘
調
査
で
は
、
た

た
ら
場
の
全
容
解
明
に
は
至
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
今
後
も
下
谷
中
山

鉄
山
跡
の
調
査
や
整
備
を
進
め
て

い
く
予
定
で
す
。

下
谷
中
山
鉄
山
跡
の
発
掘
調
査
に
つ
い
て

「まなびや縁側」日南拠点

日野郡公設塾「まなびや縁側」日南拠点
日南町生山148-2  ステーションアベニューぷらら２階
電　話：080-8035-1460
E-mail：nichi.manabiya@gmail.com
対　　象：中学生、高校生
塾　　費：中学生無料／高校生1,000円(月額)

開塾日時：火～金 13:00～20:00 ／ 土10:00～18:00
休 塾 日：日・月・祝日（休塾日と祝日が重なる場合は、翌火曜日も）

開塾カレンダー、行事予定、塾の様子など facebook 

で最新情報を発信中！

■ボードゲーム交流会
　まなびや縁側日南
拠点の生徒と地域の
方々が、ボードゲー
ムを通して交流を行
いました。
　メンバーが出した
ヒントをもとにお題
を当てたり、正円と直線だけで描いた絵のお題
を当てたりするゲームなど、個人戦やチーム戦
を楽しみました。
　ボードゲームは、決められたルールの中でど
うすれば成功できるのか、また、勝つことがで
きるのかを考えたり協力したりする上で、コ
ミュニケーションが重要な鍵となります。時に
は年齢差を感じながらも、生徒たちは上手にコ
ミュニケーションを取っていたように思います。
　秋にも第２弾を計画しています。地域のみなさ
んのご参加を楽しみにお待ちしています！

■定期試験対策講座
　1学期の中間テストと期末テストに合わせ、定
期試験対策講座を実施しました。教科は数学と
英語のみでしたが、多くの生徒が参加してくれ
ました。ペースや理解度は一人ひとり違うため、
できるだけゆっくりと分かりやすい指導を心が
けました。
　まなびや縁側日南拠点では、このような機会
を設けて一斉指導を行うこともありますが、日
常的に利用する生徒に対しては主に個別指導を
行っています。また、参考書や問題集などの教材
もありますので、自分のペースで自習すること
もできます。
　まだ来塾した
ことのない中高
生のみなさんも、
ぜひ一度日南拠
点を利用してみ
ませんか。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
事
務
局
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元小屋跡の石列高殿の炉床（黒色部分）

し
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か 
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の
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と   

ご   

や



 広報にちなん令和５年８月　  ８

福祉保健課 

414
 日南町では、50歳以上の方を対象に、帯状疱疹ワクチンの接種費用を助成
しています。帯状疱疹について正しく知り、予防につとめましょう。

　帯状疱疹は、「水ぼうそう」のウイルスが原因で起こる皮膚の病気です。水ぼうそ
うが治った後もウイルスは神経節に潜んでおり、発症すると体の左右どちらかの一部
にピリピリとした痛みが現れ、その部分に赤い発疹が出てきます。症状の多くは上半
身に現れ、顔・目・頭などに現れることもあります。皮膚の症状だけでなく神経にも
炎症を起こし、神経の損傷がひどいと皮膚の症状が治った後も痛みが続くことがあり
ます。
　加齢などによる免疫機能の低下が発症の原因となることがあり、50歳代から発症率
が高くなります。80歳までに約3人に１人は帯状疱疹になるといわれています。また、
疲労やストレスなども発症のきっかけになります。日頃から体調管理を心がけ、免疫
力が低下しないようにすることが大切です。
　もし、「帯状疱疹かな？」と感じたら、早めに医療機関を受診しましょう。

保健師

梅林　千惠

帯状疱疹ワクチンの
　　接種費用を助成します！

帯状疱疹ってどんな病気？

　帯状疱疹は、ワクチン接種によって発症や重症化を予防することができます。
　ワクチンには、生ワクチン（1回接種・副反応が少ない）と不活化ワクチン
（２回接種・効果が長く続く）の2種類があります。接種料金やワクチンの取
扱いがあるかどうかなど、医療機関によって状況が異なるので、医療機関に問
い合わせることが必要です。

帯状疱疹はワクチンで予防できます！

≪対象≫
　50歳以上の町民（助成が受けられるのは１人２回までです。）
≪ワクチンの種類≫
　日南病院・日野病院で使用できる「助成券」の対象となるのは、不活化ワクチンのみです。
　取扱いのあるワクチンの種類については、各医療機関にお問い合わせください。
≪自己負担額≫
　１回につき5,000円
　接種料金は、接種を希望される医療機関へお問い合わせください。
　（不活化ワクチンの接種には、１回あたり22,000円程度かかります。）
≪助成を受ける方法≫
　●日南病院・日野病院で接種する場合
　　①役場福祉保健課に、電話または窓口で申込みをしてください。
　　②ワクチン接種の窓口負担が5,000円になる「助成券」をお送りします。
　　③医療機関に予約をし、「助成券」を提出してワクチン接種を受けてください。
　●その他の医療機関で接種する場合や生ワクチンを接種する場合
　　①医療機関で全額を支払った後、役場福祉保健課へ申請をしてください。
　　②後日、指定された口座に助成額を振り込みます。

※注意※
帯状疱疹ワクチンは任意予防接種です。
任意予防接種は、予防接種法に規定されたものではありませんので、接種を受けられる際は予防接種の効果
と副反応等をよくご理解いただいた上で接種を受けてください。

申 請 窓 口：役場福祉保健課
必要なもの： ①領収書　②診療明細書または予防接種済証　③振込口座がわかるもの  ④印鑑

ワクチン接種費用の助成

【申込み・問合せ】役場福祉保健課　TEL:82-0374

たい じょう ほう  しん
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第２２回『グループホーム入居を決める』の巻
不定期
連　載

　ある暑い日、ヨシ子さんが熱中症となり、自宅で倒れているところを発見されるという出来事がありました。

幸いヨシ子さんは軽症でした。

　その後、ヨシ子さんの認知症の症状は徐々に進行し、家での一人暮らしが難しくなってきました。そこで、

ヨシ子さんは娘の百合子さんとグループホームへ見学に行くこととなりました。

編集協力　日南病院　日南福祉会

認知症のご相談は  役場福祉保健課内  地域包括支援センター  TEL：82-0374

ヨシ子さん、百合子さん、介護福祉サービス関係者登場人物

＜解説＞

まんがで学ぶ認知症「地域で支えよう大切な人」
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　認知症のある人に限らず、住み慣れた自宅ではない場所で新しい生活を始めようとして環境が変わると

きは、不安に感じるものです。一人での生活が難しくなった場合、安心・安全に暮らしていくために、グ

ループホームなどの施設へ入居することも手段の一つです。入居を決める前に見学に行くことができるの

はもちろん、家族や介護福祉サービスの担当者とも話し合いながら、支援の方針を決めていくことができ

るので安心です。

≪施設に入居をしても≫

・一時帰宅や外出・外泊は可能です。

・家族や友人との面会も可能です。（※新型コロナウイルス感染症等の状況に応じた変更の可能性あり）

・本人の能力に合わせた支援が受けられます。（※介護度により申し込めない施設あり）

2



まちの話題まちの話題
全国から鮎釣り名人たちが集う！

瀬田CUP開催

　日南の水を守る会（水谷秀樹

会長）が主催する「大西満杯記

念第３回日野川鮎友釣り選手権

瀬田匡志CUP」が生山地内の日

野川で開催されました。この日

は全国各地から87人の選手が集まり、鮎釣りの腕を競

い合いました。大会は予選と決勝が行われ、予選で６

匹以上の鮎を釣り上げた上位10人での決勝の結果、広

島県の橋上裕二さんが第３回の優勝者となりました。

６

11
文化センター野外イベント広場

芝生化に向け着々と

　日南町総合文化センター野外イベント広場の芝生化

に先がけ、これまでこの広場に敷かれていたレンガを

はがして自由に持ち帰ることのできる「レンガ収穫

祭」を実施しました。５月17日から６月11日までの間

に町内外からたくさんの来場があり、およそ10万個の

レンガが収穫されました。これは、面積約2,000平方

メートル、重さ約270トンに相当し、広場の約８割の

レンガが収穫

されました。

　緑の広場完

成 に 向 け 、

着々と準備が

進 ん で い ま

す。

生山大火から70年
防火意識高める

　昭和28年の生山大火から70年の節目の年を迎え、生

山自治会で防火訓練が行われました。生山自治会長の

天崎直幸さんは訓練に先がけて、「改めて防火の意識

を高めてもらえれば」と話しました。

　訓練では消火器の使い方と消火のしかたを学び、実

際に消火器を使って消火を行いました。日南町消防団

日野上分団長の佐々木幸喜さんから「燃えている火の

根元に消火剤をかけ

ると火が消える。炎

が天井に当たる程度

になってしまったら

消火器では消せない

ので、119 番通報を」

と指導がありました。

6
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建設業協会から図書購入費のご寄付

 日南町建設業

協会から日南

町に対し、図

書購入費のご

寄付をいただ

きました。贈

呈式では川田

嗣男会長から

中村町長に寄

付金が手渡されました。

　日南町建設業協会は、郷土図書や地域振興に役立つ

図書を購入してほしいと、平成８年から毎年図書購入

費として寄付をされており、今年も建設業協会のみな

さんの想いが本を通して届けられます。

あま さき なお ゆき

さ　さ　き こう   き

かわ　た

つぐ    お

6
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みずたに ひで  き

はしがみ ゆう  じ

大きくなあれ！りんご袋掛け体験

　阿毘縁にある林冨實代さん（下阿毘縁）のりんご園

で、日南小１年生と５年生の児童が合同でりんごの袋

掛け体験を行いました。袋掛けは、病害虫からりんご

を守り、着色や貯蔵性を良くするために行う作業です。

　児童は、最初にまなび宿あびれ（旧阿毘縁小学校校

舎）で林さんに説明を受け、その後りんご園に移動し、

袋掛けの手ほどきを受けました。児童たちはすぐにコ

ツをつかみ、次々とりんごに袋を掛けていました。

6
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小学生が役場の仕事を見学

　日南小６年生の児童

が、社会科の授業の一

環として役場の仕事見

学を行いました。児童

は社会科の授業で政治

の仕組みについて学ん

でおり、今回は地方議

会や行政の仕事・役割

を学ぶため、役場を訪れました。

　児童は、まず役場の執務室を見学し、役場職員から

各課の業務について説明を受けました。その後、町長

室や議場など普段は入る機会のない場所を見学し、

みんな興味津々の様子でした。

6
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新聞の作り方を学ぶ！

　新聞について学ぶ「出前授業」が日南小学校で行われ、5年生の児童が参加し

ました。この授業では、㈱新日本海新聞社の記者から、新聞の読み方や記事の書

き方、取材の基本などを学びました。

　この出前授業は、教育に新聞を取り入れる「NIE活動」の一環として、鳥取県内

の小・中学校を対象に、新聞に親しみ、物事を考えて判断し、表現する力を養う

ことを目的に開催されています。

　この日の講師は、同社読者センターの記者・三島義之さんが務め、新聞の特徴

や読み方、記事の構成、写真のポイントなどを児童たちに説明しました。その後、

児童は記事を作る上で欠かせない「５W１H」を学び、記事作りに挑戦しました。

　５年生の児童は、12月までに学校新聞を作り、完成したものは日本海新聞に掲

載される予定です。

６

28

　彫刻家・ねがみくみこさんの作品展「ホルモンと情熱のあいだ」が、６月30日から日南町美術館で開催されてい

ます。この展覧会はねがみさんにとって初の大規模展で、初期の作品から新作まで約90点の作品が展示されています。

　初日にはオープニングセレモニーが行われた後、日南中１年生の生徒たちが美術の授業の一環として展覧会を見

学し、ねがみさんから作品の解説などを聞きました。作家から直に話を聞ける機会とあって、生徒たちは熱心にメ

モを取りながら解説に耳を傾けていました。ねがみさんは、「美術品というと堅苦し

いイメージがあるかもしれないが、何も考えなくても感覚的に楽しめる・笑える作品

を創りたいと思いながら制作している」と話していました。

　この展覧会は、

８月20日まで開催

中で、８月19日・

20日にはワーク

ショップも行われ

ますので、ぜひお

越しください。

美しいだけがアートではない！？　抱腹絶倒！ねがみくみこ展

　多里地区で農業を営む「星の農園@鳥取つぼくランド」の坪倉裕樹さん（湯河）が、

自身が栽培するスイートコーンの出荷開始に先がけ、中村町長を訪問しました。

　日南町のふるさと納税の返礼品の中でも、シーズン中は人気ランキングで1位になる

など、つぼくランドのスイートコーンは着実にファンを集めており、「今後はふるさと

納税にももっと力を入れていきたい」と坪倉さんは話していました。

　つぼくランドのスイートコーンは採れたてのものなら生で味わえるとのことで、中村

町長も始めは半信半疑の様子でしたが、食べてみるとその甘さとみずみずしさに驚いていました。坪倉さんは、

「採れたての新鮮なものは味が違う。その味をぜひ味わってもらいたい」と話していました。

　中村町長からは、「良いものを広く知ってもらい高値で買ってもら

うことで、農業者がもっと収益を上げていけるように」との話もあり、

若い農業者の将来を考える意見交換も行いました。

　つぼくランドのスイートコーンは、以下の場所で７月下旬から8月

下旬まで販売しています。

・つぼくランド直売所
・道の駅にちなん日野川の郷
・ホームランド多里
・長谷川モータース

【問合せ】
LINE ID：
　@tsuboku_land
※電話でのお問い合わ
　せはご遠慮ください。

まちの話題まちの話題

糖モロ濃し！今年も出荷開始☆
とう　　　　　こ
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つぼ くら ゆうき

みしま よし ゆき

≪販売場所≫
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８
月
の
人
権
・
行
政
相
談
所

　今
年
の
６
月
、
生
山
駅
の
男
子
ト
イ

レ
の
個
室
内
で
「
落
書
き
」
が
見
つ
か

り
ま
し
た
。
特
定
の
個
人
や
集
団
に
つ

い
て
書
い
て
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
ま

た
、
誹
謗
中
傷
す
る
よ
う
な
内
容
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
そ
の
文
面
が

差
別
表
現
を
彷
彿
と
さ
せ
る
た
め
、

「
差
別
落
書
き
」
事
象
と
判
断
し
ま
し

た
。　想

像
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
も
し
、

悪
意
あ
る
落
書
き
に
自
分
の
名
前
や
自

分
の
家
族
の
名
前
が
書
か
れ
て
あ
っ
た

と
し
た
ら…

。
当
然
、
傷
つ
き
ま
す
よ

ね
。
「
差
別
落
書
き
」
は
、
心
を
深
く

傷
つ
け
、
精
神
的
な
苦
痛
を
与
え
ま

す
。
そ
れ
に
よ
っ
て
、
最
悪
の
場
合
、

自
ら
の
命
を
絶
つ
こ
と
も
あ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
そ
う
な
る
と
、
落
書
き
を

　

し
た
人
は
間
接
的
に
重
大
な
関
わ
り
が

あ
る
と
言
え
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

　ま
た
、
落
書
き
が
消
え
な
い
な
ど
と

い
っ
た
状
況
に
よ
っ
て
は
、
器
物
破
損

罪
に
該
当
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
特

定
の
個
人
名
が
公
共
の
目
に
触
れ
る
こ

と
で
、
名
誉
棄
損
や
侮
辱
罪
に
抵
触
す

る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

【
差
別
落
書
き
を
許
さ
な
い
】

　こ
の
た
び
の
事
象
は
、
不
特
定
多
数

の
方
が
利
用
さ
れ
る
駅
の
ト
イ
レ
で

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
落
書
き
を
し
た
人

が
、
町
内
の
人
な
の
か
町
外
の
人
な
の

か
を
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
す
。
し

か
し
、
町
内
で
起
こ
っ
た
こ
と
は
事
実

で
す
。
「
差
別
落
書
き
」
は
、
許
す
こ

と
の
で
き
な
い
人
権
侵
害
で
す
。
町
で

は
、
こ
れ
ま
で
も
落
書
き
を
「
し
な

い
」
「
さ
せ
な
い
」
「
許
さ
な
い
」
と

い
っ
た
取
り
組
み
を
し
て
い
ま
す
。
差

別
を
見
逃
さ
ず
、
す
べ
て
の
人
の
人
権

が
守
ら
れ
る
町
を
つ
く
る
た
め
、
町
民

の
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
ご
理
解
と

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
落
書
き
を
見
か

け
た
ら
、
す
ぐ
に
施
設
管
理
者
や
人
権

セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
■
講
師
　
光
畑
学
さ
ん

　広
報
に
ち
な
ん
６
月
号
で
、
刑
を
終

え
た
人
の
人
権
と
し
て
「
更
生
保
護
制

度
」
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
。
６
月

13
日
に
開
催
し
た
第
３
回
ふ
れ
あ
い
人

権
講
座
で
は
、
鳥
取
保
護
観
察
所
米
子

駐
在
官
事
務
所
か
ら
講
師
を
お
招
き
し

ま
し
た
。

　非
行
や
罪
を
犯
し
た
人
が
、
日
常
生

活
の
中
で
更
生
で
き
る
よ
う
指
導
や
援

助
等
（
更
生
保
護
）
を
職
務
と
し
て

行
っ
て
い
る
講
師
か
ら
、
更
生
保
護
の

目
的
や
内
容
に
つ
い
て
具
体
的
に
学
び

ま
し
た
。

【
お
知
ら
せ
】

■
期
間
　
７
月
10
日
〜
８
月
９
日

　部
落
解
放
月
間
は
、
同
和
問
題
（
部

落
差
別
）
の
早
期
解
決
を
目
指
し
て
鳥

取
県
に
よ
り
昭
和
45
年
に
制
定
さ
れ
ま

し
た
。
県
内
各
自
治
体
に
お
い
て
、
講

演
会
や
研
修
会
な
ど
様
々
な
啓
発
活
動

が
行
わ
れ
ま
す
。

落
書
き
は
犯
罪
で
す
！

　
刑
法・軽
犯
罪
法・器
物
破
損
罪・

　
侮
辱
罪・名
誉
棄
損
罪
に
抵
触

「
更
生
保
護
」

立
ち
直
り
を
支
え
る
し
く
み

「
教
科
書
に
見
ら
れ
る

　
　
　
　
　
部
落
史
の
変
遷
」

第
５
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

第
３
回
ふ
れ
あ
い
人
権
講
座

部
落
解
放
月
間
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　本
町
で
は
、
第
４
回
ふ
れ
あ
い
人
権

講
座
で
「
ア
ン
コ
ン
シ
ャ
ス
・
バ
イ
ア

ス
（
無
意
識
の
思
い
込
み
・
偏
見
）
」

と
し
て
、
７
月
11
日
に
講
演
会
を
行
い

ま
し
た
。
こ
の
講
演
の
様
子
は
、
広
報

に
ち
な
ん
９
月
号
で
お
伝
え
す
る
予
定

で
す
。

■
日
時
　
８
月
８
日
（
火
）

　
　
　
　
午
後
６
時
か
ら

■
会
場
　
人
権
セ
ン
タ
ー

■
講
師
　
伊
田
哲
朗
さ
ん

　多
く
の
方
の
受
講
を
お
待
ち
し
て
い

ま
す
。
ど
な
た
で
も
受
講
で
き
ま
す
。

■
日
時
　
８
月
18
日
（
金
）

　
　
　
　
午
前
９
時
〜
正
午

■
会
場
　
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
（
道
の
駅
に
ち
な
ん
日
野
川
の
郷
向
か
い
）

　人
権
や
行
政
の
仕
事
に
関
す
る
相
談

を
人
権
擁
護
委
員
・
行
政
相
談
委
員
が

お
受
け
し
ま
す
。
予
約
は
不
要
で
す
の

で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。



　令和５年６月20日、日南町名誉町民の安東良博さんが逝去され
ました。84歳でした。
　安東さんは、昭和14年に日南町で生まれ、鳥取大学医学部卒業
後医師となられました。昭和57年から日南病院院長となられた後、
日南福祉会理事長、日南病院事業管理者を歴任され、長年にわた
り日南町の地域医療を支えてこられました。その功績が称えられ、
平成26年には日南町名誉町民章を受章されました。
　安東さんは、全国に先がけて在宅診療や訪問看護などの在宅医
療に取り組まれ、保健・医療・福祉が密に連携した地域医療の実
現に多大な貢献をされました。その後、全国の多くの自治体病院
や保健・福祉の関係者が日南町の取り組みを学び、福祉のまちづ
くりの志が広がっていきました。
　日南町では安東さんへの追悼の意を表するため、６月25日から７
月２日の間、役場・日南病院・あかねの郷に記帳台を設置しました。
　謹んでお悔やみ申し上げます。

日南町名誉町民 安東 良博さん ご逝去
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停
電
や
火
災
な
ど
様
々
な
災
害
が
起
こ
っ
た
時
、
非
常

用
発
電
機
や
消
防
ポ
ン
プ
な
ど
エ
ン
ジ
ン
を
搭
載
し
た
防

災
機
械
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
災
害
に
備

え
て
い
る
た
め
、
他
の
目
的
で
日
常
使
用
す
る
機
会
が
少

な
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
い
ざ
と
い
う
時
に

確
実
に
使
用
で
き
る
よ
う
、
目
的
に
合
わ
せ
た
機
器
の
選

択
と
日
常
の
管
理
が
大
切
で
す
。

【
発
電
機
に
つ
い
て
】

　
小
型
発
電
機
に
は
安
価

な
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
発
電
機

と
良
質
な
電
気
が
使
え
る

イ
ン
バ
ー
タ
ー
発
電
機
が

あ
り
ま
す
。
一
般
的
な
電

動
工
具
な
ど
を
使
用
す
る

こ
と
は
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
発

電
機
で
も
で
き
ま
す
が
、

電
子
機
器
や
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
の
充
電
な
ど
、
良

質
な
電
気
が
求
め
ら
れ
る

場
合
は
イ
ン
バ
ー
タ
ー
発

電
機
が
必
要
で
す
。
ま
た

小
型
発
電
機
に
は
燃
料
に

よ
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
長
所
と
短
所
が
あ
り
ま
す
の
で
使
用
目

的
に
合
わ
せ
た
発
電
機
を
選
択
し
ま
し
ょ
う
。

　
非
常
用
発
電
機
は
日
常
的
に
使
わ
な
い
た
め
、
保
管
中

に
燃
料
の
劣
化
が
進
み
、
い
ざ
と
い
う
時
に
始
動
不
能
と

　 エ
ン
ジ
ン
を
使
用
す
る
防
災
機
械
の
管
理
に
つ
い
て

【
問
合
せ
】 

役
場
総
務
課
　
８
２―

１
１
１
１

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
燃
料
の
保
管
期
限
は一般
的
に
６
ヶ
月

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
直
射
日
光
を
避
け
て
涼
し
い
場
所
で
密

閉
し
た
状
態
で
保
管
し
て
い
て
も
劣
化
が
進
み
ま
す
。
劣
化
し

た
ガ
ソ
リ
ン
は
黄
色
く
な
り
、
変
な
臭
い
が
し
ま
す
。

　
劣
化
し
た
ガ
ソ
リ
ン
を
放
置
し
て
い
る
と
、
キ
ャ
ブ
レ
タ
ー
の

詰
ま
り
な
ど
で
始
動
不
良
と
な
っ
た
り
、
本
来
の
性
能
が
発
揮

で
き
な
く
な
っ
た
り
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
燃
料
タ
ン
ク
に
入
っ

た
状
態
は
も
と
よ
り
、
容
器
に
保
管
し
て
い
る
も
の
に
つ
い
て
も

定
期
的
に
使
い
切
る
か
、
新
し
い
も
の
と
入
れ
替
え
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。

【
小
型
消
防
ポ
ン
プ
に
つ
い
て
】

　
小
型
消
防
ポ
ン
プ
の
燃

料
に
つ
い
て
も
発
電
機
と
同

じ
く
、
燃
料
の
管
理
が
大

切
で
す
。

　
町
内
に
配
備
し
て
い
る

小
型
消
防
ポ
ン
プ
は
２
サ
イ

ク
ル
エ
ン
ジ
ン
を
使
用
し
て

い
て
、
多
く
は
本
体
の
燃

料
タ
ン
ク
に
レ
ギ
ュラ
ー
ガ
ソ

リ
ン
を
入
れ
、
オ
イ
ル
タ
ン

ク
に
２
サ
イ
ク
ル
専
用
の
エ

ン
ジ
ン
オ
イ
ル
を
入
れ
て
使
用
し
ま
す
。
毎
年
行
う
ポ
ン
プ
点
検

で
は
、
劣
化
し
た
ガ
ソ
リ
ン
に
よ
る
始
動
不
良
や
回
転
が
不
安

定
な
も
の
が
多
く
見
ら
れ
ま
す
。

　
ま
た
、
小
型
消
防
ポ
ン
プ
は
ポ
ン
プ
内
に
水
が
あ
る
状
態
で

運
転
す
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
て
、
水
が
入
っ
て
い
な
い
「
空

運
転
」
を
す
る
と
ポ
ン
プ
室
内
の
軸
受
け
に
あ
る
シ
ー
ル
が
摩

耗
し
、
真
空
漏
れ
や
ポ
ン
プ
室
と
隣
り
合
う
ガ
バ
ナ
ー
室
の
オ

イ
ル
が
流
出
し
て
、
本
来
の
性
能
が
発
揮
で
き
な
く
な
る
恐
れ

が
あ
り
ま
す
。
点
検
や
訓
練
で
は
、
長
時
間
の
空
運
転
を
避

け
て
通
水
し
た
状
態
で
ポ
ン
プ
を
回
し
て
く
だ
さ
い
。

ガソリン

カセットガス

ＬＰガス

軽油

高出力が選べる
燃料の入手が容易
燃料の長期保管が可能
カセットコンロなど他の機器
と互換性がある

燃料トラブルが比較的少ない

長時間運転が可能
燃料備蓄が不要

燃料の長期保管ができない

運転時間が短い
出力が小さい

本体が重い

持ち運びできない

短　所燃　料 長　所

あんどう　 よしひろ
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飼
い
ネ
コ
や
イ
ヌ
は
お
風
呂
を
嫌

が
り
ま
す
し
、
な
ん
と
な
〜
く
野
生

動
物
は
水
を
浴
び
る
の
が
苦
手
と

い
っ
た
イ
メ
ー
ジ
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
し
か
し
、
イ
ノ
シ
シ
は
水
を
嫌

が
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
自
主
的
に
泥

浴
び
（
ぬ
た
う
ち
）
と
い
う
、
人
間

で
い
う
と
こ
ろ
の
入
浴
を
行
い
ま
す
。

　
イ
ノ
シ
シ
が
泥
浴
び
を
す
る
理
由

は
大
き
く
２
つ
あ
り
、
一
つ
目
は
、

体
温
調
節
と
防
虫
で
す
。
イ
ノ
シ
シ

に
は
汗
腺
が
な
く
、
汗
で
体
温
調
節

が
で
き
な
い
の
で
、
泥
を
浴
び
る
こ

と
に
よ
っ
て
体
を
冷
や
し
て
い
る
の

で
す
。
も
う
一
つ
は
体
に
付
い
た
虫

を
落
と
す
た
め
で
す
。
ま
さ
に
泥
浴

び
は
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
お
風
呂

タ
イ
ム
で
す
ね
。

　
暑
い
夏
、
泥
浴
び
し
た
い
イ
ノ
シ

シ
、
水
が
張
ら
れ
た
水
田
。
こ
れ
ら

の
条
件
が
揃
う
と
ど
う
な
る
の
か

…

？
そ
う
で
す
、
水
田
で
イ
ノ
シ
シ

が
泥
浴
び
を
す
る
被
害
が
発
生
し
ま

す
。
暑
く
な
る
こ
れ
か
ら
の
季
節
、

し
っ
か
り
防
護
柵
で
イ
ノ
シ
シ
を
入

れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　
さ
ら
に
、
イ
ノ
シ
シ
と
水
に
関
し

て
も
う
一
つ
、
ま
さ
か
の
事
実
で
す

が
、
イ
ノ
シ
シ
は
泳
げ
ま
す
。
決
し

て
泳
ぎ
た
い
わ
け
で
は
な
く
、
追
い

詰
め
ら
れ
て
海
へ
と
逃
げ
た
状
況
が

ほ
と
ん
ど
で
す
が
、
島
か
ら
島
へ
と

泳
ぐ
イ
ノ
シ
シ
が
瀬
戸
内
海
な
ど
で

目
撃
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
海
を
泳
い
で
島
を
渡
れ
る
の
で
す

か
ら
、
川
を
渡
る
な
ん
て
こ
と
は
朝

飯
前
で
し
ょ
う
ね…

。
泥
浴
び
の
習

性
か
ら
も
、
む
し
ろ
水
場
周
辺
を
好

ん
で
行
動
圏
に
し
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
川
沿
い
な
ど
水
場
周
辺
は
こ

れ
か
ら
の
季
節
、
要
注
意
で
す
。
防

護
柵
等
の
点
検
も
お
忘
れ
な
く
！

　

日野郡鳥獣被害対策協議会
川野　風花

【問合せ】72-1399

獣害対策
アップデート
第25回
夏と水と
イノシシ

　
み
な
さ
ん
は
伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ

と
い
う
大
会
を
ご
存
知
で
し
ょ
う
か
？
「
林

業
技
術
及
び
安
全
作
業
意
識
の
向
上
」
「
林

業
の
社
会
的
地
位
向
上
」
な
ど
を
目
的
と
し

て
、
「
安
全
性
・
正
確
さ
・
ス
ピ
ー
ド
」
を

基
準
に
、
５
つ
の
競
技
種
目
で
チ
ェ
ー
ン

ソ
ー
技
術
を
競
う
大
会
で
す
。
鳥
取
県
で
は

２
年
に
１
回
開
催
さ
れ
、
今
年
は
10
月
28

日
・
29
日
に
大
山
町
で
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
今
年
か
ら
、
各
地
の
林
業
学
校
の
学
生
た

で
競
い
合
う
「
ア
カ
デ
ミ
ー
ク
ラ
ス
」
が
新

設
さ
れ
ま
し
た
。
に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業

ア
カ
デ
ミ
ー
か
ら
も
、
学
生
２
名
を
選
抜
し

て
大
会
に
挑
み
ま
す
。
１
期
生
・
３
期
生
の

時
も
審
判
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま
し

た
が
、
今
年
も
残
り
の
学
生
と
教
員
は
、
例

年
同
様
審
判
・
ス
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加
し
ま

す
。

　
５
月
12
日
に
は
審
判
講
習
会
に
参
加
し
、

着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。
選
手
と
し

て
参
加
す
る
学
生
は
、
「
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ラ
ス
」
で
参
加
予
定
の
方
々
に
指
導

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ

ナ
ル
ク
ラ
ス
の
方
々
の
速
さ
と
正
確
さ
を
目

の
当
た
り
に
し
、
学
生
に
と
っ
て
大
き
な
刺

激
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。

林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
奮
闘
記

に
ち
な
ん
中
国
山
地
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー  

T
E
L   

８
４

－

０
０
７
０

問

伐
木
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン

　
　
　
　シ
ッ
プ
に
向
け
て

【
林
業
ア
カ
デ
ミ
ー
Ｈ
Ｐ
ア
ド
レ
ス
】https://nichinan-ipc.or.jp/forestry/

　
会
場
が
大
山
と
、
日
南
町
か
ら
も
そ
う
遠

く
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
興
味
が
あ
れ
ば

会
場
ま
で
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で
い
た
だ
け
る
と

幸
い
で
す
。

伐木チャンピオンシップ
審判講習会における競技種目の練習風景

川の中州に残されたイノシシの痕跡

イノシシの足跡

第3回
日本伐木チャンピオンシップ

in 鳥取
日程：10月28日 ( 土 )・29日 ( 日 )
場所：大山槙原駐車場
大山町赤松字上槙原568-2
出場クラス：
・プロフェッショナルクラス
・ビギナークラス
・アカデミークラス（新設）

【問合せ】
　日本伐木チャンピオンシップ
　in 鳥取事務局
　TEL：0857-28-0123
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日野高ニュース

　6月 11日、日野町黒坂にある鵜の池で行われた「鵜の池マ
ラソン大会」の余興として、本校の郷土芸能部が出演しました。
　スタートの合図をスサノオが行ったり、選手のゴール地点
でお囃子の太鼓などで声援を送ったりと、地元の大会を盛り
上げることができました。出場選手や観客の方も大変喜んで
くださいました。
　この春に新入部員が入部してくれたので、その後の演技で
は久々に「喰われ姫」という演目を行いました。これからも
地元のみなさんに愛されるよう、郷土芸能を大切にしていき
たいです。

郷土芸能部公演

　３年生を対象に、日野高校魅力向上コーディーネーターである稲田茂さんによ
る「話し方講座」を開催しました。稲田茂さんは昨年までＦＭ山陰でアナウンサー
をされていました。
　まず、ウォーミングアップとして基本的な「あ・い・う・え・お」
の口の動かし方や発声の仕方を練習しました。その後、雑誌の
記事を輪読し、心に響いた箇所や感じたことなどを意見交換し
ました。ただ目で文章を読むのと、他人の口から発せられる音

として耳から情報を入れるのでは、捉え方に違いがあるということを教えていただきました。
最後には、数ヶ月後に迫っている就職試験や入学試験の面接を想定し、どのように自分の強み
や魅力を相手に伝えればよいかを意識しながら、自己紹介文の作成に取り組みました。
　この日学んだことを活かし、秋以降に始まる試験に向けて話す練習を少しずつ始めていきます。

稲田茂さんによる話し方講座

はや し
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NHK-BSプレミアム
NHK-BS4K

みなさんの“こころ” の風景とエピソードを大募集！

「何気ない風景」「思い出の風景」
「忘れられない風景」「音の記憶と重なる情景」…など

　日本人の“こころ”に迫る番組、「にっぽん縦断 こころ旅」。俳優・火野正平さんが、
あなたの“こころ”にある忘れられない風景を自転車で訪ねます。

　平成23年春の番組スタートから13シーズン目を迎える今年の“2023秋の旅”は、北海道を出発し、東北は青森・
秋田を経由。一気に鳥取・島根・山口を移動し、そして福岡を目指す８週間の旅をします。
　そこで、旅に先がけてみなさんの心にある忘れられない身近な風景や景色を募集しています。エピソードを添え
て、ぜひご紹介ください。
　寄せられたお便りをもとに、火野正平さんが日本を縦断し、こころの風景を訪ねます。
≪投稿方法≫
　●はがき・封書　〒150-8001「こころ旅」係へ送付（住所不要）　●FAX　03-3465-1327
　●番組HP　「こころ旅」で検索（HP内に投稿フォームがあります）
≪募集締切≫　9月11日（月）必着　≪鳥取県の放送予定≫　10月30日（月）～11月3日（金）

【番組・応募に関する問合せ】NHKふれあいセンター
　TEL：0570-066-066(ナビダイヤル)/050-3786-5000(ナビダイヤルが使用できない場合)



17　  広報にちなん令和５年８月 □日・日時　□場・場所　□内・内容　□定・定員　□申・申込み　□問・問合せ　□対・対象

　会社・商工業者・農林漁業者・団体・医療機関・
学校・官公庁などで取引または証明上の計量に使用
する計量器（はかり）や体重計は、計量法により2
年に1回、県が行う検査を受ける必要があります。
　検査を受けないで使用すると、計量法違反で50万
円以下の罰金が科せられる場合がありますので、必
ず受検してください。
※計量士による検査（代検査）を受けられる方は検
　査不要です。

　日南町での検査は以下のとおり実施しますので、
対象の計量器と手数料をご持参のうえ受検してくだ
さい。

□日 9月1日（金）13:00～15:00

□場 日南町役場 車庫棟
●検査対象となるはかりの用途
　内容量表記商品の詰め込み・出荷・販売、商取引、
　材料購入、農家の直販、身体測定・健康診断の体
　重測定、薬の調剤、宅配便の取次など
●手数料
　電気式はかり 100㎏以下　1,400円
　電気式はかり 250㎏以下　1,800円
　機械式はかり 100㎏以下　　500円

　また、取引等で使用できるはかりには、検定証印
等のマークが付けられています。このマークが付い
ていないはかりは取引等に使用できません。

□問 役場地域づくり推進課　TEL：82-1115

はかりの検査を実施しますお知らせ

　鳥取地方裁判所・鳥取家庭裁判所では、小学生を
対象とした夏休み企画として、以下の行事を開催し
ます。お気軽にご参加ください。

□日 8月22日（火）13:30～15:30

□場 鳥取地方裁判所・鳥取家庭裁判所米子支部

□内 法曹三者との質疑応答、法廷内見学、裁判の仕組
　み等の説明

□対 小学5・6年生

□定 13人（保護者1人を同伴する）
　※要事前申込み・先着順
　　申込期間：7月24日（月）～8月14日（月）

□申 ・□問 鳥取地方裁判所米子支部庶務課TEL：0859-22-2205

夏休み企画
裁判官・検察官・弁護士に聞いてみよう！

お知らせ

　鳥取県司法書士会では、以下のとおり相談会を開
催します。無料で相談をお受けしますので、お気軽
にご利用ください。

□日 8月9日（水）14:00～16:00（前日までに要予約）

□場 米子コンベンションセンター　第２会議室

□内 相続、不動産登記、会社・法人登記、成年後見、
　多重債務など
※新型コロナウイルス感染症の状況により中止することがあります。

□申 ・□問 鳥取県司法書士会　TEL：0857-24-7024

司法書士による無料法律相談会お知らせ

　鳥取県西部広域行政管理組合では、令和６年度採

用予定の消防局職員の採用試験を行います。

●採用予定日　令和6年4月1日

●募 集 職 種　消防吏員

　消防吏員は、消防局、消防署及び出張所で、消

　火・救急・救助活動・火災予防指導等に従事しま

　す。さらに、他県で発生した大規模災害等に派遣

　する場合があります。

●採用予定数　10人

●応 募 資 格　平成8年4月2日以降に生まれた方

●試　験　日

　第1次試験：9月17日（日）

　第2次試験：10月下旬～11月上旬（予定）

　　　　　（第1次試験合格者に別途通知します。）

※詳細はホームページに掲載しています。

□問 鳥取県西部広域行政管理組合

　消防局総務課

　TEL：0859-35-1951

消防局職員募集募集

　ハローワークから、安定した就職を目指す方へハ

ロートレーニングのお知らせです。

●訓練科
　①ワード・エクセル・パワポを3ヶ月で身につける！

　　初歩からのPC科（eラーニング）

　②ファッションデザイン科

●訓練概要
　①ワード・エクセル・パワーポイントを用いて多

　　様な文書等の作成ができる能力を習得します。

　②アパレル業界等で即戦力となる衣服関係の知識

　　や縫製等の技術を習得します。

●訓練期間
　①9月14日（木）～12月13日（水）

　②9月15日（金）～令和6年3月14日（木）

●訓練場所
　①メディクス㈲（訓練はすべてオンラインで実施）

　②米子文化服装専門学校

　　　（米子市錦町・無料駐車場あり）

●募集人員
　①14人　②8人

●応募期限
　①8月16日（水）正午

　②9月1日（金）正午

●応募資格
　就職を希望される方（①はPC環境が必要です）

●受 講 料
　無料（ただし、テキスト代等の実費は自己負担）

●参　　考
　一定の要件を満たせば、雇用保険（訓練延長給付

　や技能習得手当等を含む）または、職業訓練受講

　給付金を受給しながら受講できる場合があります。

※詳しくは鳥取労働局のホームページ（鳥取

　県内職業訓練一覧）、またはハローワーク

　インターネットサービス（ハロートレーニン

　グコース情報検索）をご覧ください。

□申 ・□問 ハローワーク根雨　TEL：72-0065

求職者支援訓練の受講生募集募集

取引等に使用できる

または

取引等に使用できない
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手首を合わせた両腕を回し
ながら左→上→右へと大き
な弧を描きながら動かす。

自
由
律
俳
句

お
お
く
さ
の
会
編
集
室
選

ポ
ッ
ト
の
中
で
花
付
け
た
行
き
場
の
な
い
苗
の
未
来
　茶
　屋
　藤
原
　寿
郎

若
葉
の
山
に
囲
ま
れ
た
長
閑
な
畠
の
ね
ぎ
坊
主

　茶
　屋
　小
林
　道
子

春
の
公
園
老
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も
若
き
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並
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焼
き
饅
頭
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鳥
追
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採
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の
ク
ソ
タ
レ
が
今
に
見
て
お
れ

　
　
　
　下
石
見
　佐
伯
　美
鈴

俳

　
　句

駄
句
駄
句
会
編
集
室

沖
縄
忌

　ミ
サ
イ
ル
ど
け
ろ

　基
地
や
め
ろ

　
　

  

萩
　原
　岡
本
　健
三

梅
匂
う

　荒
れ
し
ま
ん
ま
の

　屋
敷
跡

　
　
　
　

  

宮
　内
　木
村
萬
佐
子

夕
凪
や

　隠
岐
島
見
ゆ

　海
の
宿

　
　
　
　
　
　

  

宮
　内
　田
邊
登
志
美

万
緑
に

　朽
ち
ゆ
き
悲
し

　空
き
家
か
な

　
　
　

  

宮
　内
　舩
越
　裕
子

ひ
と
時
の

　脳
ト
レ
楽
し

　梅
雨
半
ば

　
　
　
　

  

矢
　戸
　和
田
　淑
子

さ
ん
ぽ
道

　み
ど
り
豊
か
や

　リ
ズ
ム
感

　
　
　　神
戸
上
　笹
間
　玲
子

時
と
め
て

　ジ
ュ
リ
ー
に
と
け
て

　梅
雨
の
よ
い
　下
石
見
　矢
田
貝
　元

駄
句
駄
句
会
編
集
室

群
星
の

　数
を
か
ぞ
え
て

　ボ
ケ
防
止

　
　
　
　
　
　

  

霞
　
　渡
邊
　文
照

「
手
話
教
室
の
お
知
ら
せ
」

　手
の
動
き
や
顔
の
表
情
で
意
思
を
伝

え
る
手
話
。
鳥
取
県
で
は
手
話
言
語
条

例
制
定
後
、
手
話
を
見
か
け
る
機
会
が

増
え
て
い
ま
す
。
日
南
町
手
話
サ
ー
ク
ル

で
は
、
１
ヶ
月
に
２
回
の
ペ
ー
ス
で
基
本
的

な
手
話
の
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
手

話
に
興
味
を
お
持
ち
の
方
は
、
一
緒
に

手
話
を
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
。

　６
日（
日
）・
20
日（
日
）14
時
〜
15
時
30
分

　場
所：

文
化
セ
ン
タ
ー
第
３
会
議
室

【
問
合
せ
】

　石
田
由
香
里
（
０
８
０-

３
０
５
２-

９
９
３
３)

　浅
野

　博
美
（
０
９
０-

９
７
３
４-

１
８
８
７)

「手話表現には、色々な表現方法があります。」

８
月
の
日
程

丸めた両手を口の両側に
置き、左右に動かす。
（スイカを食べる様子）

両手の５指をすぼめて上
にして構え、腕を上へ動
かして指先を開く。
（花火が打ち上がる様子）

広
報
文
芸

「
ス
イ
カ
」

「
花
火
」

「
ひ
ま
わ
り
」

広
報
に
ち
な
ん
で
は
、
み
な
さ
ん
か
ら
投
稿
の
あ
っ
た
俳
句
・
短
歌
を
ご
紹
介
し
て
い
ま
す
。

個
人
で
の
投
稿
も
で
き
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

川

　
　柳
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（令和５年６月16日～令和５年７月15日受付分）

令和５年６月末日現在

外国人を含めた世帯数と人口を掲載しています。

■世 帯 1,884 （ −　9）  ■人 口  4,060 （ − 12）
■    男 1,920 （ −　7）  ■　  女  2,140 （ −  5）

お悔やみ申し上げます

　氏　　名       　　       年　齢　　　　   住　所

中　村　喜美子　　 92歳　　　 菅　沢
木　村　悦　子　　 82歳　　　 宮　内
西　村　恒　子　　 96歳　　　 萩　原
内　田　　　悟　　 86歳　　　 福万来
西　村　忠　昭　　 85歳　　　 萩　原
石　川　ひろ江　　 95歳　　　 笠　木

ご誕生おめでとうございます

　氏　　名　　　　   届  出  人　　　      住　所 

小　澤　紬　生　   圭　輔　　　生　山

「広報にちなん」に広告を掲載しませんか？広 告 募 集
　日南町では、自主財源確保の一環として、また、町民のみなさんの暮らしに役
立つ情報の提供や町内事業者等の振興を図るため、「広報にちなん」に掲載する
有料広告を募集します。
　「広報にちなん」は、日南町内の約1,850世帯に配布しており、町内の多く
の方が目にする媒体です。この「広報にちなん」を活用して、企業や商品のPR
をしてみませんか？

広告枠　1枠：縦65mm×横90mm
　　　　2枠：縦65mm×横185mm
掲載料　各号1枠あたり
　　　　町内事業者：3,000円
　　　　町外事業者：5,000円
【問合せ・申込み】
  役場地域づくり推進課　TEL：82-1115

　「広報にちなん」をより良い広報誌にしていくため、みなさんからのご意見・
ご感想・ご要望などを募集しています。
　ご意見等をお送りいただいた方の中から抽選で、たったもカードの行政ポイ
ント300ポイントをプレゼントします！

「広報にちなん」へのご意見・ご感想・ご要望をお寄せください！

≪応募方法≫
手紙またはハガキに以下の項目をご記入のうえ、地域づくり推進課広報担当へお送りください。
①住所　②氏名　③電話番号　④「広報にちなん」への意見・感想・要望など
送り先：〒689-5292　日南町役場　地域づくり推進課　広報担当

300ポイ
ント

プレゼン
ト！

　氏　　名　　　　　　  　  　　　　      住　所 

ぎつむ

ご結婚おめでとうございます

舟　越　寛　継　   　　　　　　矢　戸

（實重）陽　子　   　　　　　　米子市

　今月の特集「地域を守る！消防団」は、私が昨年度から
ずっと取り上げようと考えていた企画だったのですが、こ
の度、日野上分団の活躍とともにお伝えできるグッドタイ
ミングでの掲載となりました。

　特集の企画を行ったきっかけは、私が今年初めて出初式
の取材を行い、消防団のみなさんの活動に感銘を受けたこ
とでした。　規律を守りきびきびとした姿。それぞれ本業
がありながらも、有事の際はもちろん、訓練や広報活動な
どに従事される姿。日南町のように小さな自治体では、地
域の多くの人たちが消防団に所属されていますが、これは
決して当たり前ではなく、本当にありがたいことなのだな
と感じました。

　私たち一般の住民も、日頃から災害に備えた対策を行う
など、防火や防災の意識を高めることで、少しでも消防団
のみなさんの力になれるのではないでしょうか。「広報に
ちなん」で毎月掲載している防災コラムなどもぜひご覧い
ただき、ご参考にしていただければ幸いです。

地域づくり推進課　広報担当者

編集後記
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　歩くことが大好きで、家にいる時もお出か
けした時も、とにかくずっと止まることなく
歩き回っています。
　最近、一人でじっと絵本をめくったり、絵
を描いたりしている姿を見ると、成長を感じ
ます。
　「好奇心旺盛な慧那ちゃん。いろいろなも
のに興味を持って、のびのび元気いっぱいに
育ってね」とご両親。

　3人のお姉ちゃんたちと一緒に遊ぶのが大好き
で、どこへ行くにもくっついていこうとします。
　最近、意志がはっきりしてきて、自分がした
いことを一生懸命伝えてくれるようになり、成
長を感じています。また、お姉ちゃんたちのこ
とをよく見ていて、同じようにお手伝いをしよ
うとしてくれます。
　「外で遊ぶことが大好きなので、自然の中で
元気にたくましく成長してほしいな」とご両親。

令和４年３月24日生まれ令和４年３月24日生まれ
　（父） さん　（母） さん　（父）幸二さん　（母）麻衣さん

おおもりおおもり まかぜまかぜ えなえなにしむらにしむら

大森　麻風 さん【 菅沢 】大森　麻風 さん【 菅沢 】
令和 年 月 日生まれ令和４年４月26日生まれ

　（父）伸也さん　（母）麻菜さん　（父）伸也さん　（母）麻菜さん

西村　慧那 さん【 生山 】西村　慧那 さん【 生山 】

お姉ちゃん
大好き

歩くの
大好き

町公式インスタグラムに掲載した写真をちょこっとご紹介
インスタグラムは随時更新していますので、
ぜひフォローしてみてください！


